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睡眠時間が日によって長かったり短かったりすることが糖尿病発症リスクの高さと関連

があるか、米ブリガム・アンド・ウイメンズ病院の研究者らの研究結果が「Diabetes Care」

に 7月 17日掲載された。 

 英国の一般住民対象大規模疫学研究「UK バイオバンク」のデータが用いられた。2013～

2015 年の時点で糖尿病でなかった 84,421 人（平均年齢 62 歳、男性 43％、白人 97％）を

2022年 5月まで追跡して、睡眠時間の乱れと糖尿病発症リスクとの関連を検討した。 

 7.5年間（622,080人年）の追跡で 2,058人が糖尿病を発症。年齢、性別、人種を調整後、

睡眠時間の SD が 30 分以下の群と比較して、SD が 31～45 分の群の糖尿病発症ハザード比

（HR）は 1.15（95％信頼区間 0.99～1.33）と非有意だった。しかし、SD が 46～60 分の群

では HR1.28（同 1.10～1.48）、61～90分では HR1.54（1.32～1.80）、91分以上では HR1.59

（1.33～1.90）と有意にハイリスクであり、睡眠時間の SDが大きいほど糖尿病発症リスク

が高いという関連が認められた（傾向性 P＜0.0001）。 

なぜ、睡眠時間の乱れが糖尿病発症リスクにつながるのだろうか？研究グループでは、「概

日リズム（1 日 24 時間周期の生理活動）の乱れや睡眠障害が関与しているのではないか」

と述べている。 
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